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兵庫県医師会にて男女共同

参画推進委員会を担当しており

ます男女共同参画推進は、性

別を問わず働く方すべてが同じ

士俵(環境)で社会生活を営む

ことができる社会を実現するた

めの取り組みです兵庫県医師兵庫県医師会副会長

松本卓 会では女性医師が増加する現

状を踏まえ、県行政へ院内保育所整備や病後児保育の

拡充、県立病院の勤務環境改善、多様な働き方を可能

とするなどの要望を行い、すべての医師が性差なく社

会生活を送ることができる職場環境の実現を目指して

活動していますこれは医師の働き方改革とも密接に

関連するものであり、ぜひ皆さまのご協力・ご支援をお

願い申し上げます
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☆第1回イクボス大賞

兵庫県立淡路医療センター院長小山隆司先生

<選考理由>

分娩取扱施設が急激に減少する医療環境のなか、

その体制を維持するため、女性医師の割合が高い産婦

人科医師の増員並びに助産師等の医療スタッフの充実

に尽力し、また職場の環境改善並びに若手医師の育成

にも大いに貢献されている

<受賞の言葉>

兵庫県医師会イクボス大賞を受賞できましたこと、心

から嬉しく思っております空地会長をはじめ兵庫県医

師会の先生方にはお礼を申し上げます

私のような者が受賞できたのは、ご推薦頂いた洲本

市医師会会長の津本先生はもちろんの事、長年淡路

島で医療を共に行ってきた、私の良き理解者でありサ

ポーターである医師会の先生方がおいでになっての事

だと思っております

さて、院長の仕事は、ずはわ"働きゃすい環境をいか

に作るか"にあると思っています働く者が満足できる

医療レベルを確保し、働く者を正しく評価する女性医

師への配慮も必須ですモンスターな患者に困った経

験から女性医師への安全を見直し、女性医師の意見を

吸い上げる組織を院内に設けました女性医師が働き

やすい病院にするためには制度の変更も必要で、医師

会の先生方の協力も欠かせません今回の受賞を機に

働きゃすい環境作りに層努力して1丁きたいと考えてお

ります

☆第一回イクボス特別奨励賞

姫路聖マリア病院小児科部長河田知子先生

<選考理由>

ご自身の育児経験を通じて短時間常勤医師の活用、

主治医制をとりながら夜問や休日の当番制を採用する

など、育児中の医師のみならず職員の就労継続に大い

に貢献されている

<受賞の言葉>

このたび、兵庫県医師会より「イクボス特別奨励賞

をいただきありがとうございます。受賞スピーチでも述

べましたが、自分がイクボスなのか自信がありません

女性師の会入会案内

名称は女性医師の会」ですが、男性医師の入会も

歓迎致します女性医師が働きゃすい環境とは男性医

師にとっても働きゃすい環境でなくてはなりません

一緒に考えていきませんか。入会を希望される方は入

会申込書を県医師会ホームページに掲載していますの

で、必要事項をご記入の上FAX (078-231-8Ⅱ1)または

メール(W・entry@hyogo.med.or.jp)でご送信下さい

★女性医師の会の年会費は無料になりました★

イクボス大'

兵庫県医師会では、男女とも仕事 、、》

と生活の両立を達成できるよう、部 兵皿,医師会

イクボス大 2018

下のワークライフバランスとキャリア

の継続に配慮し、良好な職場環境の

構築に貢献している上司、管理職をイクボスと呼び、今

年度よりイクボス大賞を創設して7月14日に表彰しまし

た

ポスの理解か信狼在堅える

ず



私を推薦してくださったマリア病院の若林前院長、生後

2か月の長女をかかえてマリア病院に赴任した2年目

医師の私を小児科医として育ててくださり、次女、長男

の産休の際に「早くもどってほしい」と言ってくださった

上原先生こそがイクボスにふさわしいと思っています

「医師の働き方改革」もあり、ボスは育児中の女性

医師だけでなく、同じ職場の他の医師のワークライフバ

ランスにも配慮が必要です。私は一般病院小児科とい

う少人数の職場で、小さな工夫を重ねてきました病院

全体、医師全体を考えた場合は、もっと大きなしくみ、

制度が必要なのかもしれま

せん

兵庫県医師会が「イクボ

スを表彰するというこの試

みが、県下の医師の勤務環

境向上に貢献することを望

んでやみません

ベビシッター費用の一部負担

講演会等での託児サービス

子どもの急な発熱や時間外勤務でべビーシッターを

利用された際は、その費用を一部負担致します条件

等詳しくは県医師会にお問合せ下さい

県医師会・郡市区医師会が主催の講演会等では、託

児ルームの場所代やシッターの委託料を日本医師会に

全額補助して頂けます開催者は託児希望の有無をご

確認の上、県医師会または郡市区医師会に申請して下

さい育児中の医師が充分に研修を継続できるよう、

ご協力宜しくぉ願い致します

病院訪問

研修医・勤務医が多数おられる病院を訪問し、情報

提供と研修医・勤務医の現状把握・意見の収集に努め

ています。現在すでに14病院を訪問させて頂きました

今後もご協力お願い致します

女性医師支援窓

出産・育児・介護・復職・゛云職・再研修・勤務環境・

その他悩み事をお持ちでしたら、県医師会の先輩医師

がご相談にのります。ご相談内容の情報は相談事業

以外には使用せ武個人情報保護は厳守させて頂きま

すホームページに案内と申込用紙を掲載していますの

で、お気軽にご相談下さい

●相談受付

話:078-231-4114月曜日と火曜日
五局
^

午前9:00~12:00

FAX :078-231-8111 随時受付

E→"rlail:josei・ishi@hyogomed.orJP 随時受付
面談:要予約

第12回兵庫県医師会男女共同参画フォーフム

平成30年7月14日兵庫県医師会館にて第12回兵庫

県医師会男女共同参画フォーラムを開催致しました

基調講演は「男女医療人の豊かなキャリアパス実現に

向けて」の演題で京都華頂大学現代家政学部・食物栄

養学科教授田附興風会医学研究所北野病院腎臓内

科前主任部長武會惠理先生にご講演頂きました

日本の女性医師数は増加傾向にあるものの、諸外国

と比べるとまだまだ少なく、キャリア継続の上で出産・

育児の壁が存在し働き盛りの女性医師の離職が認め

られるそこで「女性医師が働きゃすい病院は全ての

職員が働きゃすく、優秀な人材が確保でき、良い医療

が提供できる」というコンセプトで病院を評価し認証す

る機構であるホスピレートを設立したそして自らが勤

務する北野病院では院内に男女共同参画委員会を設

け、院内保育の充実・病児保育や24時問保育の導入・

働きゃすさに関するアンケートの実施・復職支援等を

行っている

詳しくは県医師会報に掲載致しますのでご一読下さ

(文責相馬葉子)し、

離・退職中の医師の就業支援

雛・退職されている医師で、復職を考えているがその

前に再研修されたい方は、研修終了後は県内の医療機

関に勤務して頂くことを条件に、80時間の病院研修を

無料で受けて頂けます
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